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【緒言】固体高分子形燃料電池(PEFC)の Pt触媒担体の新規電極材料として,垂直配向カーボンナノ

チューブ(VA-CNT)が注目されている 1)
. 我々は Langmuir-Blodgett(LB)法を用いて VA-CNT 成長用

触媒である Feナノ粒子を基板に直接担持し,熱化学気相法(CVD)によりVA-CNTを作製した. フィ

ラー分子として飽和脂肪酸を用いることで Fe個数密度を制御し,VA-CNT の本数密度制御が可能

であることを報告してきた 2)
. 本研究では本数密度制御をしつつ, PEFC の使用にも適した長尺な

CNTの作製方法を紹介する. 

【実験】Feナノ粒子と飽和脂肪酸の混合溶液を調製し,LB 法を用いて水面上に単層膜を作製し, 

SiO2膜付き Si基板上に累積した. LB膜が累積された基板を,熱 CVD法によりVA-CNTを成長させ

た. キャリアガスとしてAr,原料ガスには C2H2を用いた. この際, LB膜展開溶媒, 飽和脂肪酸の種

類, あるいは CVD条件を変えて作製した CNT を SEM および TEM により観察した.   

【結果と考察】Feナノ粒子とフィラー分子の割合を Fe展開面積比として次のように定義する 1)
.   

  展開面積比               
  ナノ粒子展開面積

  ナノ粒子展開面積展開面積＋フィラー分子展開面積

 

Figure 1に示すように実際に Fe展開面積比を任意に調製し LB膜化し,CNTを作製することに成

功した. フィラー分子である飽和脂肪酸は,種類によっては触媒被毒効果があり,C16ではその影響

が小さいことがわかった. また LB 膜展開溶媒には蒸気圧が高く,粘性が小さいことから膜物質の

分散性を高めるジクロロメタンが最適であることがわかった. また Feナノ粒子の還元条件を最適

化する CVD条件により CNTの長尺化に成功した.さらに Figure 2に示すように, LB膜展開溶媒に

親水性のエタノールを 1,5%加えて LB 膜化することで、どの Fe展開面積比においても,エタノー

ルを加えない場合と比べると CNTフォレストの膜厚が上昇することがわかった. Feナノ粒子粒

径,Fe展開面積比と,そこから作製される VA-CNT直径との関連性については当日議論する. 

  
Fig. 1. SEM image of VA-CNT. 

Fe area ratio 0.5, ethanol 5%. 

Fig. 2. CNT film thickness as a function of Fe 
area ratio and concentration of ethanol. 
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